
 

 

第２号「令和 7 年度大津市学校体育研究発表大会 本時」参観記録 

【日  時】２０２５年７月４日（金） 

【授業校】瀬田北小学校   【授業者】西野 幹人先生 

【学  年】 ３年生         【領  域】器械運動 マット運動 

【単元名】火影になるってばよ！マット忍者！ 

事前授業と同様に、マネジメントボー

ドに単元の見通しや１時間の流れが示

されています。本時のめあては「どう

すれば連続して術を発動できるのだろ

う？」でした。 

大津の体育通信「大体（だいたい）通信」では、大津市の先生方が取り組まれた授

業や研修の内容を紹介します。体育授業の基本的・専門的なことを知ってもらうた

めの通信です。普段の体育の授業のヒントになればと考えています。 



 

 

声かけシート 

事前準備の研究会で挙げられていた「教師の声かけ」の精選をするため、本時では「声かけシート」が取り入れられ

ていました。これにより、教師による声かけだけでなく、子どもたち同士も共通のキーワードを使って声かけがあり

ました。かけられた内容によって、自分に足りないところが分かり、「秘伝の書」で課題解決を目指しました。技の

局面ごとにキーワードが決まっているともっと使いやすいかもしれないという意見も出ていました。 



 

前方回転移動の術 

「かかと！」→「ゆりかご起き」へ 

「まっすぐ！」→「両手を揃えてカエルの足打ち」へ 

後方回転移動の術 

「ひざ！」→「ゆりかごキック」へ 

「へそ！」→「ロールケーキ」へ 

「シュードン！」→「おしりずらし」へ 



 

 

三点逆位の術 

「こし上げ！」→「カエルの足打ち」へ 

「三角手あ手！」→補助あり「三点カエル」へ 

「グーピン！」→手足をつけない「丸太転がり」へ 

動画で共有タイム 

共有タイムでは、授業内で撮影した子どもたちの動画

を見せながら困り感や、連続できる子の動画と比較し

て何を意識するとよいかを共有していました。 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

坂道で勢い UP 

スタート地点に踏み切り板を置くことで坂道を作り

ます。写真は前転ですが、後転に勢いがない場合、

これを使うと回転加速ができ、連続して術を発動し

やすくなります。 

さらなる工夫 

「シュードン！」を意識できている子が多いため

に、坂道を作ってもおしりの着く位置が坂道の終わ

りになるため、マットを数枚重ねた先に坂道を作る

とよいのでは？と研究協議会で出ていました。 



【研究協議会】 

  

・膝から着地していて連続での技が難しい→「小さくなる」という西野 T の指示は有効であった。つま先を体の方に向 

ける意識をするだけでも着地はよくなるのではないか。 

・感覚づくり・技のポイント→ 予備運動での手押し車も、やり方が一人ひとり違うため、正しいやり方を教師が指導し 

なければいけない。ゆりかごを通して体のどこをどの順番でつけるとよいか指導が必要 

・まきびしがズレたら直すので連続ができない → 本時は「連続」がめあてなので、まきびしは外して連続ですることだ 

けを意識させてもよかった。 

研究協議会では、授業前に聞いていた抽出児童の様

子についてを中心にグループ協議、全体協議を行い

ました。また、坂本小学校校長 内藤 康司 先生を

講師にお招きして講話をいただきました。 



【授業研究会に参加された先生方の感想】 

・本当によい勉強になりました。マット運動の授業を苦手に感じているので、西野先生の授業や、先生方が話されてい

るすべてが学びになりました。教師は感覚をつくらせる運動や的確なアドバイスができないといけないと理解しました。 

・１つの技を成功させるために様々な支援や手立てがあることを学べました。子どもがしたいこと、やりたいことと、教師

のねらいをすり合わせることの難しさ、大切さを実感しました。最後にできた子が西野先生と喜びを共有している姿が

とても素敵でした。こういった児童が増える授業をつくっていきたいと思いました。 

 

【授業者 西野先生に聞きました】 

この時期というのもあり、たいへんでした。でもそれ以上に自分のためになるというのが素直な感想です。授業に関し

ては、教師の指導不足で子どもたちの「なりたい自分」がぼんやりとしてしまわないように、教師自身がもっと教材につ

いて学ばないといけないと改めて感じました。単元を見通し、どこで何を指導するのか、指導方法はそれでよいのかな

ど、次に生かせることがたくさんありました。また、教師から子どもへの問いが大切だと感じました。問いとまとめをリン

クさせ、さらに深い学びへと誘い込めるようにしていきたいと思います。毎回感じますが、「やってよかったな」とこの研

究授業を終えても感じました。 



【「目指す姿」の実現に向けた視点で構造的に捉えた単元のイメージ】 

 

 


